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抄 録  

 

目 的 ： 舌 の代 用 物 を用 いて， 市 販 のラップフィルムが専 用 カバーに比 べて測 定 精 度 が劣 って

いるこ とを明 らかにし， 節 約 のために市 販 のラッ プフ ィルムを使 うことはできないことを示 す こと

を目 的 とした。 

対 象 と 方 法 ： 計 測 は， 口 腔 水 分 計 ム ーカ ス ○R を用 いた。センサー カバーは， 純 正 品 と市 販 の

ラップフィルム等 7 種 類 を用 い， 代 用 舌 として， 4 種 類 の食 品 を用 いた。1 つの試 料 に対 して，

3 回 測 定 を行 い， その分 布 をみた。 

結 果 ： 純 正 のセンサーカバーを用 いた場 合 は， 3 回 の測 定 結 果 は安 定 していたが， そのほか

の場 合 は， 3 回 のばらつきが大 きかった。また測 定 値 自 体 も 10 以 下 や 40 以 上 といった普 通

ではあり得 ないような結 果 もあった。 

結 論 ： 市 販 のラッ プフィルムは精 度 の面 から口 腔 水 分 計 のセンサー カバーの代 用 にはなら な

いことが明 ら かと なっ た 。必 要 時 間 ， 感 染 対 策 ， 違 法 性 の 面 か ら の 問 題 も あ り ， 節 約 の た め に

市 販 のラップフ ィルムを 使 用 すること は， 厳 に 謹 まなくてはならない 。   
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緒 言  

 

 口 腔 機 能 低 下 症 の検 査 の一 つである口 腔 水 分 計 は簡 便 に計 測 ができるので有 用 である。

測 定 には感 染 防 止 のために使 い捨 てのセンサーカバーを使 用 するが， 医 療 保 険 の点 数 が無

いため， 40 円 前 後 の消 耗 品 費 を節 約 したいと考 えてしまう懸 念 がある。キッチン用 のラップフ

ィルムやポリ袋 が使 用 できないかと考 えてしまう可 能 性 がある。 

著 者 は 自 分 の 口 腔 で 専 用 センサーカ バーと 複 数 種 類 の ラッ プフ ィ ルム を 用 い て予 備 調 査

を 行 っ た と ころ ， 製 品 により 大 き な 違 いが あ る こ と に 気 づ い た 。 しか し ， 研 究 者 が 自 分 自 身 を

被 験 者 とする研 究 は， 利 益 相 反 の恐 れがあるため， 予 備 実 験 としてしか認 められていない。 

したがって， ヒトを対 象 とした研 究 が必 要 であるが， 専 用 カバーと比 べて市 販 のラップフィル

ムが 劣 っ て いる こ と を 証 明 す るた めに ， ヒ ト を 対 象 とす る 研 究 を 行 う こ と は 倫 理 的 にも 妥 当 で

は無 いと考 えた。 

そこで， 舌 の代 用 物 を用 いて， 市 販 のラップフィルムが専 用 カバー に比 べて測 定 精 度 が劣

っていることを明 ら かにし， 節 約 のために市 販 のラップフ ィルムを使 う ことはできないことを示 す

ことを目 的 とした。 
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研 究 方 法  

 

 計 測 は， 口 腔 水 分 計 ムーカス○R （ 株 式 会 社 ライフ） を用 いた。センサーカバーは， 純 正 品 を

用 いた。使 用 したラップフィルム等 を図 1， 表 1 に示 す。ラップフィルムをセンサーに適 用 したと

ころを図 2 に示 す。少 しゆとりを持 たせる必 要 がある。舌 代 用 物 として， 4 種 類 の食 品 を用 い

た（ 図 3， 表 2） 。 

 計 測 は， 1 つの試 料 に対 して， 3 回 測 定 を行 った。統 計 処 理 は行 わなかった。 

 

 

 

 

 

」  

 

 

 

図 1． ラップフィルム等       図 2． ラップフィルムの適 用   図 3 舌 代 用 物  

 

 

表 1． ラップフィルム等  

 

 

 

表 2． 舌 代 用 物  

コード 品 名  会 社 名  主 な原 材 料  

ベーコン ベーコンブロック 伊 藤 ハム 豚 バラ肉 など 

ウインナー ウィンナーソーセージ 株 式 会 社 フードリエ 豚 肉 など 

こんにゃく A 生 芋 こんにゃく 株 式 会 社 関 越 物 産  こんにゃく芋  

こんにゃく B こんにゃく 株 式 会 社 関 越 物 産  こんにゃく芋  

 

 

コード 品 名  会 社 名  材 質  

カバー センサーカバー 株 式 会 社 ラ イフ  ポリエチレン  

ポリ袋  保 存 用 ポリ袋  日 本 技 研 工 業 株 式 会 社  ポリエチレン  

ラップ A ポリエチレンラップミニ  宇 部 フ ィルム株 式 会 社  ポリエチレン 

ラップ B New ポリラップ 宇 部 フィルム株 式 会 社  ポリエチレン  

ラップ C 日 立 ラップ 日 立 化 成 株 式 会 社  塩 化 ビニル 

ラップ D New クレラップ 株 式 会 社 クレハ ポリ塩 化 ビ ニリデン  

ラップ E サランラップ 旭 化 成 ホームプロダ クツ株 式 会 社  ポリ塩 化 ビニリデン 
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結 果  

 

 図 4 の結 果 では， センサーカバー（ カバー） を用 いた場 合 は， 3 回 の測 定 結 果 は安 定 してい

たが， そのほかの場 合 は， 3 回 のばらつきが大 きかった。また測 定 値 自 体 も 10 以 下 や 40 以

上 といった普 通 ではあり得 ないような結 果 もあった。ラップ C と D はカバーより高 めに， そのほ

かは低 めに出 る傾 向 を示 した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 各 種 代 用 舌 とラップフィルム等 による測 定 結 果 （ 各 3 回 ）  

 

 

考 察  

 

1． 精 度 に関 して 

 センサーカバー以 外 はばらつきが大 きく， 値 自 体 もかなり違 っており， 使 用 に耐 えないと考 え

られる。かろうじて， ラップ B が近 い値 を示 したが， 中 央 値 で見 ても 2 から 6 の違 いがあり， 診

断 には使 用 できないことが示 された。 

 今 回 は， 食 品 を舌 代 用 物 として用 いたが， 20 から 30 の値 を示 し， 実 際 の舌 と同 程 度 の分

布 であった。また， 結 果 には示 さなかったが， 測 定 の最 後 に， センサーカバーを用 いて， 確 認

の測 定 を行 ったが， 最 初 に測 定 した値 とほぼ同 程 度 であったことから， 計 測 中 の乾 燥 は無 視

できたと思 われる。 

 もちろん， ヒトで繰 り返 し測 定 を行 い， 原 著 論 文 の形 式 をとることも可 能 ではあろうが， 市 販

品 が使 用 に耐 えないことを証 明 するために， 倫 理 委 員 会 まで通 す労 力 は無 駄 と考 えた。また，

n を増 やして， 統 計 処 理 を行 うことも考 えたが， これほどの明 らかな差 を手 間 暇 かけて検 証 す

るのは， 資 源 のある研 究 者 に任 せたい。 

 今 回 の 差 の原 因 を 究 明 するこ とは本 研 究 の目 的 では無 いが ， 材 質 が 同 じ でも 高 めに 出 た

り ， 低 めにでたり したことは， 厚 さ ， 性 状 など の微 妙 な違 いが影 響 したと思 われる。開 発 企 業

が苦 労 して精 度 を高 めてきたことを高 く評 価 する。 

 

2． 必 要 時 間 について 

 センサーカバーを用 いて測 定 を行 う場 合 は， 56±17 秒 が必 要 と報 告 されている 1 ) 。約 1 分

である。これを歯 科 医 師 の給 与 で考 えると 110 円 となり， 歯 科 衛 生 士 であれば， 40 円 となる
2 ) 。ラップフィルムを巻 くことでどの程 度 の時 間 が余 分 に必 要 であるかに関 してタイムスタディを

行 うべきであろうが， 実 験 を通 じた体 感 では， 約 20 秒 であった。したがって， 歯 科 医 師 なら 36
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円 ， 歯 科 衛 生 士 なら 13 円 程 度 が余 分 な人 件 費 として必 要 となる。センサーカバーが約 40 円

であり， ラップフィルムが 1 回 分 で 1 円 程 度 であること考 えると， ラップフィルムを使 用 すること

はそれほどの節 約 にはならないと言 えよう。 

 また， 本 来 の使 用 法 では無 い医 療 材 料 以 外 の物 を使 用 するには， 患 者 の同 意 が必 要 とな

る。その説 明 と同 意 取 得 にも時 間 が必 要 である。 

 

3． 感 染 対 策  

 ラッ プフィルムでセン サーをまんべんなくカバーするのは意 外 と難 し い 。センサー表 面 でフ ィル

ムが重 なってはならない。また密 着 させすぎると， センサー部 分 を圧 入 させてしまい， 正 確 な測

定 ができなくなる 3 ) 。不 十 分 な適 用 であると， 隙 間 から汚 染 するリスクがある。今 回 用 いたポリ

袋 で は ， こ の よ う な こと は無 い が ， ま わり に袋 が はみ 出 し てお り ， 測 定 時 に 口 唇 に当 た り 不 快 で あ

ろう。また ， 極 めて 測 定 精 度 が 劣 っていた。 

 

4． 違 法 性 につい て 

 保 険 診 療 で ， 認 め ら れ て い な い 材 料 を 用 い る こ と に は 大 き な 問 題 があ る 。 さ ら に 不 安 定 な 測 定

結 果 で 診 断 を 行 う こと も 問 題 で ある 。 口 腔 乾 燥 の 検 査 自 体 に は報 酬 が 付 い てい ない が， 口 腔 機

能 低 下 症 と 診 断 し て ， 口 腔 機 能 管 理 料 を 算 定 す る こ と は 違 法 性 の 疑 念 が あ ろ う 。 口 腔 機 能 低

下 症 の 診 断 件 数 と ， セ ンサーカバーの購 入 数 に大 きな解 離 があれば， 詐 欺 の疑 いも 生 じ よう。 

 

5． 今 後 への提 言  

 節 約 のた めに 市 販 のラッ プフ ィル ム を 使 用 す ること は ， 精 度 ， 時 間 ， 感 染 対 策 ， 違 法 性 の 面 か

ら， 厳 に 謹 まなくて はな らない。し かし ながら， 口 腔 乾 燥 の検 査 に 医 療 保 険 の 報 酬 が 無 いこと は，

大 きな問 題 である。口 腔 機 能 低 下 症 の 検 査 を行 い ， 7 項 目 中 ， 該 当 項 目 が 2 項 目 以 下 で， 口

腔 機 能 低 下 症 と 診 断 で きなかった 場 合 は ， 口 腔 機 能 管 理 料 の算 定 すら無 い。口 腔 乾 燥 の 検 査

にも 報 酬 が付 与 さ れることが必 要 であると 考 える。  

  

結 論  

 

 市 販 のラップフ ィルムは精 度 の面 から口 腔 水 分 計 の純 正 のセン サーカバーの代 用 にはなら

ないこ とが明 ら かとなった。必 要 時 間 ， 感 染 対 策 ， 違 法 性 の 面 の問 題 も あり ， 節 約 の た め に 市

販 のラップフィルムを使 用 する こと は， 厳 に 謹 ま なくてはなら ない 。  
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Abs t r ac t  

 

Ob j ec t i ve :  To  use  a  t ongue  subs t i tu te  to  s how th a t  a  commerc i a l  wrap  f i lm  i s  i n fe r i o r  

i n  measurement  accu racy  to  a  d ed i c a ted  cover  and  to  show  t ha t  a  commerc i a l  wr ap  

f i lm  cannot  be  used  t o  save  money .   

Sub j ec ts  and  method s :  The  measurement  was  per fo rmed  us i ng  the  o r a l  mo i s t u re  mete r  

Mucus○R .  Seven  t ypes  o f  senso r  cove rs ,  such  as  g enu i ne  p roducts  and  commerc i a l  

wrap  f i lms ,  we r e  used ,  and  fou r  t yp es  o f  f ood  we re  used  as  s ubs t i t u t e  tongues .  

Measu rements  were  pe r fo rmed  th ree  t imes  fo r  one  samp le ,  and  the  d i s t r i b u t i on  wa s  

obse rved .  

Resu l t s :  When  the  genu i n e  senso r  cove r  was  used ,  t he  meas urement  r esu l t s  o f  3  t imes  

we re  s tab l e ,  bu t  i n  o ther  cases ,  t he  va r i a t i on  o f  3  t imes  was  l a r ge .  I n  add i t i on ,  the re  

we re  some unusua l  r esu l t s  s uch  as  10  o r  l es s  a nd  40  o r  mo r e  i n  t he  measur ed  va l ue  

i t se l f .  

Conc l us i on :  I t  has  become  c l ea r  t h a t  commerc i a l l y  a va i l a b l e  wrap  f i lm  i s  no t  a  

subs t i t u te  fo r  t he  s ensor  cover  o f  t he  o r a l  mo i s tu r e  meter  i n  t e rms  o f  accur acy .  Due  

to  p rob l ems  i n  te rms  o f  t ime  r equ i r ed ,  i n fec t i on  cont ro l ,  a nd  i l l e ga l i t y ,  t he  use  o f  

commerc i a l l y  a va i l a b l e  w rap  f i lm  to  save  money  mus t  be  s t r i c t l y  d i scou raged .  

 

keywo rd  
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